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芸 術 と芸 術 家 寺 井 紘 子(1)

― ホ ー フマ ン スター ル とリル ケ の 場 合 一

叶 え られ た 理 想 と失 わ れ た 身 体 廣 川 香 織(23)

― ヘ ッセ 文 学 の 転 換 期 に お け る 「顔 」の モ ティー フ に つ い て一

ヨハ ネス ・ボ ブ ロフ ス キ ー に お け る 闇 と光 永 畑 紗 織(45)

一 『ね ず み の お ま つ り』を 中 心 に ―

〔翻 訳 〕

た くま しい 少 女 た ち 、繊 細 な 少 年 た ちV・ ル ッチ ュマ ン(65)

― ヨハ ンナ ・シ ュピ ー リの 児 童 文 学 作 品 に つ い て― 川 島 隆 訳
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『研究報告』バックナンバー

第1号(1985)

大 川 勇:あ る深 層の物 語の 読解 一 ムー ジ

ルの『特性のない男』研 究のための序説

金 子 孝吉;リ ルケの詩『偶像』につい て

田辺 玲 子=関 係 世 界の創 出 一 アネッテ ・

フォン・ドロステeヒ ュルスホフの詩人像とそ

の世界

奥 田 敏 広:ト ー マス ・マ ンの 「モ ン ター ジ ュ技

法 」につ い て 一 小説 形 式 のパ ロデ ィー

千 田 春 彦=フ ライダンクの『ベ シャイデ ンハイ

ト』研 究 のために 一 三 つの《はざま》をて

がかりとして

宮 田 眞治:覚 醒 へ 向けての夢 想 一 『ハイン

リッヒ・フォン・オフター ディンゲン』試 論(1)

千 田 まや:ト ー マ ス ・マ ン の『フ ァウス トゥス 博

士 』 一 デ ュー ラー の機 能 につ い ての 一 考

案

斎藤 昌人=一 カフカ像 一 『流刑地 にて』をめ

ぐって

第2号(1986)

松 村 朋彦:心 理 学と小 説のあいだ 一 カー

ル ・フ ィリップ ・モ ー リッツ 『ア ン トン ・ライ

ザ ー 』とその 周 辺

大 川 勇:千 年 王 国を越 えてlム ージルの

『特性の ない男』における〈別 の状 態〉の行

方

加藤 丈雄 『公子ボムブルク』につ いて 一 死

の恐怖とその超越を中心 に

奥 田 敏広=リ オン・フオイヒトヴァンガーの小 説

『成功』にお けるヒトラー像 につい てl20

年代 の証言の一つとして

第5号(1991)

青 地 伯 水=ホ ーフマンスタールの『厄 介 な男』

における「なお ざりにされた生 」と「達成 され

た社会性 」

谷 口 栄 一:C.F.マ イアー の『ユル ク・イェナ ッ

チ ュ』に つ い てlそ の 多 義 性 に 関 す る一

考 察

津 田 保 夫:後 期シラーの悲劇 論に関する一考

察 ― 悲劇 的恐怖の概念 を中心 に

斎藤 昌人:閉 ざされる世界

第3号(1988)

加 藤 丈 雄:ハ ソピー エ ンドと悲 劇 一一 『公 子ホ

ムブルク』の多義性 について

兵頭 俊樹=ヘ ル ダー リンの`Wiewennam

Feiertage-.'に 現 れ るデ ィオ ニ コ―ソス の 形

象 をめぐつて

竹 本 まや=ト ーマス・マンの『す げか えられた

首』試論

友 田 和秀;『 魔 の山』試 論 一 主人 公ハンス・

カストルプの形 姿をめぐつて

第6号(1993)

片 桐 智 明=ヨ ー ゼ フ・ロー トの『ラデ ツキ ー 行 進

曲』 一 「比 較」と「繰 り返 し」のモチ ーフを

めぐって

千 田 春 彦 ニ デア ・シュトリッカー の『閉じ込めら

れ た女房 』につ いて 一 物 語 の重 層構 造

の 目指 すもの

福 田 覚:自 然模 倣説 にお ける真 理 媒介 の構

造(1)一 レッシング 〈詩 学 〉に潜在 す る模

倣説 の輪郭

青 地 伯 水:W.ヒ ル デ ス ハ イマ ー の 『リー プ

ロー ゼ ・レゲ ン デ ン』にお けるグ ロテ スクなも

の に っ い ての 一 考 察

第4号(1990)

津 田 保 夫1『 ヴァレンシュタイン』試 論lネ メ

シスの悲劇の観 点から
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第7号(1994)

飛鳥 井 雅 友:「 しばしばそれは絶 望的な対話

なのです1一 パ ウル ・ツェラーンにおける

対 話の概念 をめぐつて

吉 田 孝夫:時 間の渦 一R・M・ リル ケ『新詩

集』の数篇か ら

片 桐 智 明:ヨ ー ゼ フ ・ロー トの 『右 と左 』 ― 二

つ の方 向

第8号(1995)

濱 中 春:シ ラー の 『マリア ・ストゥアル ト』l二

人 の女王 のドラマ

中村 直子:分 離 動詞 の認 定をめぐる諸 問題

飛鳥 井 雅友:神 学 の拒 否 と詩学lパ ウル ・

ツェラーンにお ける神義論 の問題

第9号(1996)

中村 直子:正 書 法と分離動 詞

濱 中 春:シ ラー の『ヴィルヘルム・テル』におけ

るスイスの 風 景

片 桐 智 明:ヨ ー ゼ フ ・ロ ー トの 『百 日 天

下』 ― ヨー ゼ フ ・ロー トの ワー テル ロー

飛 鳥 井 雅 友:「 胸 は 張 り裂 け」 一 ゴットフリー

ト・ベ ンの 場 合

國 重 裕;ク リスタ・ヴォル フ『クリスタ ・Tへ の 追

想』について ― その語 りの構造

飛 鳥井 雅 友1ゴ ットフリー ト・ベンにおけるく好

情的 自我〉概念の登場 をめぐつて

第12号(1999)

片岡 宜行:ド イツ語の与格と空間補 足語につ

いて

吉 田 孝夫:ロ ーベルト・ヴァルザーの絵画描写

につ い て ― エクプ ラシスの観 点 か ら

片 桐 智 明:ハ イミー ト・フォン・ドー デ ラー 四 十

歳の小説 一 『最後の 冒険』、騎 士とドラゴ

ンの小説

KUNISHIGEYutaka(國 重 裕):Zwischen

PhantasieweltundWirklichkeit‐

Essay�erIlseAichingers�Die

gr�ereHo�ung".

第13号(1999)

KUNIEDAr3aotaka(國 枝 尚 隆);W`1んelηL

Tellals舖thetischesProjekt.

吉 田 孝 夫:mベ ル ト・ヴァル ザ ー に お ける通

俗小説 とメルヘ ンの再 話につ いて 一 対

句法に関する試論

第10号(1997)

濱 中 春:シ ラー の『遣 遥』における風 景をめ

ぐって 一 風 景の補償 モデル とその矛盾

吉 田 孝夫=ロ ーベル ト・ヴァルザー にお ける寓

話性(1)― 散文 小 品『通り(D』について

片桐 智明:物 語 の行 方 ― ヨーゼフ・ロートの

『果 てしない逃走』と『カプツィン派教会納骨

堂』をめぐって

第14号(2000)

廣川 智貴:文 体論 の理 論と実 践 ― クライス

トの『ロカルノの女乞食』を例 にして

佐 々木 茂人:カ フカの作品 にお ける歌のモ

ティーフ ー 『歌姫 ヨゼフィーネ 、あるいは

ネズミ族』を中心 に

國 重 裕:オ ーストリア 小 説 に 見る《家 族 ドラマ》

の変 遷 一M.シ ュトレー ル ヴィッツ『誘 惑 。』

(1996)

第11号(1998)

吉 田 孝 夫;ロ ー ベ ル ト・ヴ ァル ザ ー にお け る寓

話性(2)l放 蕩息 子をめぐる二つの散文

小 品につ いて

片岡 宜行=ド イツ語 の与格の分類 にっいて
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第15号(2001)

伊 藤 白:『 ブ デ ン ブ ロー ク 家 の 人 々 』試

論 一 「市民と芸術 家」の生み 出す 四つ の

類 型から

池 田 晋 也:ア ル トゥール ・シュニッツラー の『自

由への道 』 一 市民 的なもの と芸術 的なも

ののあいだを浮遊する生

川 島 隆:カ フカの息子 たち ― 短篇 「十一人

の息子」読解

中原 香 織:ヘ ルマン・ヘ ッセの『シッダールタ』

につ いてl葛 藤 の不在 がもたらす 問題

をめぐつて

羽 坂 知 恵:日 常 の「ヒー ロー 」 ― ハ イン リヒ・

ベ ル の 『道 化 師の 意 見』につ い て

ASAIMaho(浅 井 麻 帆):SehenimW�ter一

verbindungsraumbeiRainerMaria

Rilke‐EineWandlungvomSehen

hinzurRose

川 島 隆:『 万里の 長城』における「男性 」と「労

働 」の位 置 ― カフカのシオニズム理解 を

手がかりに

伊 藤 白=臼 い ドレスの ロッテlト ー マ ス ・マ

ン『ワイマ ー ル の ロッテ』に お ける女 性 像

武 田 良材:道 徳 的な女 たらし ― ヘル マン・

ケステン文学 のモラリスト像

國 重 裕;現 代 文 学 は 「歴 史1を 語 りうる

か?-KatrinAskan(1966-)に 見 る

DDR文 学 の 現 在

書 評 ・文献 紹介

第16号(2002)

佐 々木 茂 人:東 方ユダヤ人難 民とプラハのユ

ダヤ人lカ フカの伝記研 究のために

川 島 隆:「 こい っ は 途 方 もな い 偽 善 者

だ」 一 カフカの中国・中国人像

國重 裕:ユ ーゴスラヴィア内戦をめぐる西欧 知

識 人 の応酬lペ ーター ・ハントケ『冬 の

旅 』に対する議論を中心に

第17号(2003)

池 田 晋 也:描 か れた劇 場lシ ュニッツラー

の短篇『侯 爵様御 臨席』

伊 藤 白:ゼ ゼ ミ・ヴァイヒブロー トl『 ブデン

ブローク家 の人々』にお ける女性像 とキリス

ト教

川島 隆:ユ ダヤ人と中国人lカ フカにお け

る人種と性愛をめぐつて

武 田 良材:ク ラウス・マ ンの『メフィスト』 一

ドイツ反ファシズム運動の失敗の反映として

第18号(2004)

廣川 智 貴;主 語 の文体論lク ライストの『決

闘』を中心 にして

熊 谷 哲 哉:言 葉をめぐるたたかい 一 シュ

レーバーと雑音の世界

第19号(2005)

青 木 三 陽=手 紙 を書 く騎 士l『 パル ツィ

ヴァー ル』にお ける「学識 」と「書物」の意 味

について

樋 口 梨 々 子:文 学 創 作 へ の 萌 芽 として の 音

楽 美 学 一―E.T―A.ホ フマ ン の 短 編 『ドン ・

ファン』試 論

寺井 紘 子:ホ ー フマンスタール文 学 における

生 と絵 画

浅井 麻 帆:ウ ィー ン分 離派館 とヨーゼフ・マリ

ア ・オルブリヒ ー 時 代と分離派が求めた合

目的性

熊谷 哲 哉:結 び 目としての神経lシ ュレー

バ ーにお ける宇 宙と身体

池 田 あいの:手 紙 論としての手紙 一 カフカ

の恋 文をめぐつて

伊 藤 白:シ ョー シャ夫 人は美 しいか 一 トー

マス・マン『魔 の山』にお ける女性像 と「東」

池 田 晋 也:ジ ャ ズ ア レ ン ジ され るヨー ロッ

パ ― ハ ンス・ヤ ノヴィッツの 小 説 『ジ ャズ』

武 田 良材;モ ラリストへ の成 長lヘ ルマン・

ケステン文学 のモラリスト像 その二

書評 ・文献 紹介
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第20号(2006)

青 木 三 陽=歴 史 とフ ィクシ ョン の 狭 間

で 一 ヴォルフラムの「原典言及」をめぐつて

樋 口 梨 々子:E.T.A.ホ フマンの『新 旧の教会

音 楽』l「 ロマン主義的 なもの」との関連

において

伊藤 白:フ ロイライン・エンゲルハル トー トー

マス・マン『魔の 山』における女性 像と「同性

愛 」

廣川 香織;ハ リー ・ハラーの痛 む足 一 ヘル

マン・ヘ ッセの『荒 野のお おかみ 』にお ける

身体について

池 田 晋 也=文 学 的 ジ ャズ 表 象 の 諸 形

態 一 ブル ー ノ・フランクとフェー リクス・

アーノレマン

武 田 良材:モ ラリストの革命 性 ― ヘル マン・

ケステン文学のモラリスト像 その三

書評 ・文献紹介
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